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２１世紀社会デザインとことばの力　　第9回
２００８．６．２４
　　　　　　　　　　プラトン　

この前資料として配った「虚偽論」とか「誤謬論」という論理学の世界があるんですが、

それをつかえば、「どうやって人に信じこませ、嘘をつけるか」、「嘘をつきたいときにはこうやればいいんだ」という議論が出来ると思います。
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プラトン全集

「ゴルキアス」
「基本的に、政治家の言ってることは、何らかの真理について論ずるというよりは、何らかのことを信じこませることである。そういう技術を弁論術という。それは立派なものではなく、むしろ醜いものである。」「その時々のいちばんこころよいことを餌にして、無知な人々をあやつり、自分こそ値打ちのあるものだと思わせる。」「それは真理の探究上　価値のあるものではない」
エンチュメーマ
アリストテレスもいろんな角度から論じます。
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アリストテレス全集　岩波書店

巻数が多いですが、一巻というのは、パピルスの１巻きですから、長さは短いです。にできていまして、目次を読めば、ほとんど分かるようになっています。

「いろんな議論っていうのは、ファクトを使うか、ファクトをベースにした推論の部分からなる。推論の立て方には、正しい仕方と、いんちきな推論の仕方がある。」「正しい推論ではない推論を使うのが、弁論術のこつである」ということを言っている。

どんな議論も前提となる事実の提示がある。前提からは、当然こういうことが導かれるはずであるというところに、ふつう３段論法を使う。しかしこの３段論法も完全なものを使う必要は無い。前提を完全なものにしようとすると、うるさくなる。説得力がある議論にはならない。大雑把にまとめていい。きちんとした基礎から生まれた推論ではなくて、見かけ上もっともらしく見える議論。政治家が使うのは、その程度の推論で、聞く方も　そう聞かなければいけない。

説得力は、聞き手の心を動かすこと

説得力というのは、聞き手の心を動かすことです。あくまでもこころの世界です。

聞き手に感情を抱かさなければいけない。
どういう感情をいだかせればいいのか
１　「なるほどあの人はよく考えて　言っている人だ」と思わせる
２　「あの人は立派な人だ」と思わせる

３　その人に対して、好意を掻き立てさせる
中身の信用性とかではなく、聞き手にある感情を抱かせる。これが、もっとも大事なポイントであると言っています。

論を通じて人を説得するときには、
1． 類似の歴史的事件をだす　
2． 寓話を利用する
３　大きな声・小さな声、高い声・低い声、ﾘｽﾞﾑなどの演技も重要といっています。
　　　　　　　　　　　天性の小泉
「自分に対して好意をもつように、聞き手を感情のうちに導きいれる」。小泉は、まさにこれ。彼は天性の演劇的人間という部分があったわけです。彼は教科書通りのことをやっていたわけです。
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与謝野は小泉政治に批判的な人で、彼を「巧みに言葉の限界を利用した」、「言ってることと、考えていることがずれている」「勘とひらめきのパフォーマンスの政治家」などと、評しています。
小泉の言葉の操作能力と、大衆の支持

彼は、「改革対抵抗勢力」の中に、大衆をひき込んでいった小泉のワンフレーズ　ポリﾃィｸの恐ろしさについてのべています。
「圧倒的な議席数をもたらした郵政選挙」をもたらしたのは、小選挙区制度で、あそこで起こったことは、小選挙区制度がもともと持っている危険な側面を表している。
国民が熱狂のなかで勧善懲悪的な時代劇に身を投じ、何が正しいかより、彼の演技に巻き込まれた。これまで、日本人が熱狂的な中で決めたことはたいてい間違っている。
小泉は、「改革」とか「構造改革」と唱え続けて、国頼み、財政頼みという国民マインドを、痛みを伴っても改革を進める意識に変えた。
与謝野は非常に重要なことを　言ってます。

日本の郵政公社というのは、２００兆円という世界の金融機関のなかで最も大きな資金量を抱える機関になっている。大蔵省が自分の政策を実現するために使えた２００兆円、日本の経済構造の本質そのものだったそのお金の使い道が問題だ。これまで、この２００兆円は、自由自在に使えるわけではなくて、こう使わなければいけないと決まっていた。民営化すると、そこが自由になる。
「私は、金融システムに及ぼす多大な影響ということを誰も議論しないまま、民営化が進んでいくのはまずいとおもったが、この問題を今持ち出すと、自民党内の議論がますます困難化する。無責任かもしれないが、この問題はそっとしておこう」。

そのままそっとしておいて、今日まできているわけです。これは本当に重大な問題です。
民営化、自由化ですから、結局腕力の世界です。政治的腕力です。
総理の一言
日本の社会では、普通　物事は会議体で決まる。最初のアジェンダ設定、何をどう議論するかが　ものすごく大事なわけです。形式的には民主的な手続きを経て決まるようになっているのですが、実質は、議長を決めるときから、事務方がおぜんだてをしておいて、官僚がすべてを決めていたわけです。

前回　経済財政諮問会議が　そういうならいに対して大きな役割を果たしたということをやりました。

小泉という人は、信頼できる人に任せるという形で、経済政策は、ほとんど竹中に任せて、竹中をバックアップする形をとったわけです。

諮問会議運営委員会の３点セット
裏会議での戦略会議・民間４議員・総理の一言
総理大臣が議長となって、最後にまとめをやる。これはやり方としては　終戦のときの御前会議と同じです。最後に天皇に「ご決断ねがいます」ということになるわけですが、それと同じような効果を　この総理の一言が持ったわけです。

内部組織

これと同じようなことが共産党にあります。国家の後ろに共産党がいて、党が国家を牛耳る。内部組織を作って、小さいけれども全体を牛耳るということが昔からものすごく進んでいます
資料図
戦前のコミンテルン組織部長「組織論」

組織論と言うのは、フラクションを通じて巨大な組織を動かす話です。この真ん中にあるのが共産党で、これが議会で、こちら側が、労働者、大衆団体です。

少数精鋭の組織がいかに大組織を動かすか。
フラクション、破片とかいう意味の内部組織。別の言葉でいうと、分派。
共産党では分派を作ったら、除名ですが、共産党全体を変えようとする人たちがいつの時代でも出てきます。　結局この方式でやるしかないわけです。内部組織を作る。内部組織で、全体を牛耳る。裏会議で、会議のやり方を決めて、会議を牛耳る。
自民党的な言葉を使えば、派閥です。角栄はこれを使ったわけです。
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戦略は細部にある。プランニングだけではなく、実際に決定の場に持って行って、決定の場を動かすことが大事。それのできる人間がリーダー。
逆転の発想・重要なことについては.直轄方式をとる・会議を決める場にする。
シナリオを作っておいて、会議を議論の場ではなく、反対派を説得し、ねじ伏せる場にする。
